
取扱説明書

小型軸流送風機
誘引ファン　ＳＦ型・ＡＦ型

この説明書は、送風機の操作または保守・点検を行うお客様に必ずお渡し下さい。

この説明書を読んで理解するまでは、送風機の操作および保守・点検を行わないで下さい。
この説明書は、送風機の操作または保守・点検を行う場合、いつでも調べられるように
大切に保管して下さい。

設備工事を行う皆様へ

警 告
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保証の限定

本書の目的

本書の目的は、送風機について、正しい操作及び保守・点検方法を知っていただくために詳しい情報を

当社に承諾なしで実施された修理、改造による故障、破損
指定品以外の部品をご使用された場合の故障、破損

送風機の誤用や乱用が原因で発生した損害についての責任は全く無いものとします。
また、このことによる技術員の派遣費用は、有償とさせていただきます。

以下の故障、破損の修理は有償とさせていただきます。
故障、破損が当社の納入していない機器が原因で発生した場合

提供することです。
また、本書は、送風機の操作経験者または操作経験者から指導を受けた人を対象として製作しており、

保証期間経過後の故障、破損
火災、天災地震等の災害および不可抗力による故障、破損

以下の情報を記載しております。
また、配線工事は、電気工事士等の資格を有する人に限定して実施してください。

目　　次

保証期間中、正常なご使用にもかかわらず、株式会社タニヤマが納入した機械の設計、または工作の
不備が原因で故障、破損が発生した場合に限り、その部分について無償で修理または交換をします。
前項による保証範囲は、不具合部分の機械的保証までとし、その故障に起因する種々の出費及び
その他の損害の保証はいたしません。

不具合の原因が不明確な場合は協議の上、処置を決定することとします。

－１－

安全について



1.1 警告用語の種類と意味

1.2

1.2.1

(１)
(２)
(３)
(４)
(５)

(６)
(７)

(８)

1.2.2

(１)

(２)
(３)
(４)
(５)
(６)
(７)
(８)

1.2.3

(１)
(２)
(３)

(４)

現場責任者から作業許可を与えられた人だけが操作をしてください。
定格電圧・定格周波数以外では、ご使用にならないでください。

保守・点検に関する遵守事項

保守・点検の実施は、必ず送風機の取扱いの指導を受けた人がしてください。

送風機の上に工具などを置いたままで運転しないでください。

電源を投入したままで作業すると、感電のおそれがあります。

保守・点検を実施する場合は、作業関係者に周知徹底させてください。
保守・点検を実施する前には必ず送風機を停止し、一次側電源を遮断してください。

欠陥があったり、作動しない部品がある状態で運転しないでください

移設、修理、改造などは、専門の業者またはメーカー指定のサービス窓口に相談してください。
また、作業中に送風機が作動し、けがをするおそれがあります。

高温になる場所には、設置しないでください。
湿気の多い所には、設置しないでください。

設置しないでください。
電源供給元には必ず漏電遮断機を設置してください。
電気配線に関する作業については必ず、電気工事士などの有資格者以外は実施しないでください。
また必ず電源を遮断して作業してください。

送風機を運転する時は、関係する作業員に周知させ、危険な箇所に作業者がいないことを
確認してください。

送風機の運転中は、必要な部分以外は触れないでください。

電動機口出し線を無理に曲げたり、引っ張ったり、挟み込んだりしないでください。
感電のおそれがあります。

運転操作に関する遵守事項

－２－

　機械に貼り付けられた全ての警告および、本取扱説明書に
　記載されている全ての警告に従ってください。

送風機の吐出口や吸込口に指や棒を入れないでください。
送風機の吐出口や吸込口付近にものを置かないでください。

据付に際しては、重量を考慮して行ってください。
据付は、取扱説明書に従って確実に行ってください。

酸、アルカリ、有機溶剤、塗料などの有害ガス、腐食性成分を含んだガスが発生する場所には、

１．安全について

据付に関する遵守事項

とくに注意を促したり、強調したい情報について使用されます。

安全遵守事項

取扱説明書では、危険度の高さ（または事故の大きさ）に従って、次の4段階に分類しています。
以下の警告用語が持つ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

警告用語 意　　味

切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは重傷を
負う場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは重傷を
負うかもしれない場合に使用されます。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、中･軽傷を負う場合
または機器･装置が損傷する場合に使用されます。

危 険

警 告

注 意

注 記

警 告



2.1

2.2

　全閉屋内型

　屋内（周囲温度50℃以下）

仕様書を参照してください。

項　　　目

　温度 -10℃～40℃　湿度90％以下

－３－

電
動
機

　単相　100Ｖ
　単相　200Ｖ

種類

相、電圧
　三相　200Ｖ

標
準
仕
様

　ＳＳ部のみマンセルＮ７艶あり塗装色

設置場所
　天井吊り

　空気

　決められた製品仕様以外でのご使用は行わないでください。
　感電・火災・故障の原因になります。

取扱気体

送風機の仕様

２．送風機の構成と概要

送風機の構造と各部の名称

標準品をお買い上げのお客様は、下記の標準仕様の欄をご覧ください
その他に、お客様のご希望により、特殊仕様として仕様変更したものがありましたら、外形寸法図などの

設置方法

備　　　　考

特
殊
仕
様

脱落防止ワイヤー付
ＡＦ－１，ＡＦ－２，ＳＦ１６０，ＳＦ２００機種取付。
その他機種は標準付属。

電源コード延長 単相１００Ｖ機種のみ対応。

取付アーム長さ延長
ＡＦ－１，ＳＦ１６０，２７５，３２５機種は５５０ミリまで延長可。
ＡＦ－２，ＳＦ２００機種は６５０ミリまで延長可。
但し、サイレンサーＬタイプは対応不可。

指定色塗装 アルミ部分・金網・端子箱は除くＳＳ部分を塗装。

その他
防水スイッチＢＯＸ・金網・アーム・サイレンサー・ボルトナット
をＳＵＳ製に対応可能。

注 意



3.1

(１)

(２)
(３)

3.2

(１)

(２)

(３)

(４) ベルマウス及び吹出ノズルを下側にして、送風機を立てないでください。
ベルマウス及び吹出ノズルが変形したり、送風機が転倒する恐れがあります。

3.3

(１)

(２)
(３)
(４)
(５)
(６)

3.4

(１)

(２)

(３)

(４)

縦方向に設置する場合は、上方から異物等の落下の無い場所。

送風機本体の梱包の積み重ねは、ＡＦ－１，ＡＦ－２，ＳＦ１６０とＳＦ２００機種は３段、ＳＦ２７５と

保管は、湿度や温度の高い所、床に水の溜まる恐れのある場所、雨等のかかる場所を避け
風通しの良い乾燥した屋内で保管してください。
保管期間が１ヶ月を超える場合は、１ヶ月毎に梱包を開き、外観上異常がないか確認ください。
また、吸込側金網を取外し、ファンロータを３０回以上手回しください。
保管期間が長くなるとベアリング内のグリスに偏りが生じ、グリスがベアリング内に行き渡らず、

吊下げる場合は、送風機重量に十分耐える強度を持たせた金具をあらかじめ取付てください。
上面がコンリートスラブの場合は、送風機が落下する事の無い様、埋込みボルトを施工してください。

送風機の点検、修理に際し作業が容易にかつ安全に行える場所。

据付場所の注意

ＳＦ３２５機種は２段までとしてください。

据付

ベアリングの破損や異音発生の原因になる恐れがあります。

引火性、腐食性ガスの無い場所。
周囲温度が５０℃以下である場所。

はＭ１２を使用し、確実に固定してください。

送風機の向きを確認の上、取付面にあらかじめ固定された固定ボルトにより、天吊ブラケットを

－４－

取付けてください。
固定ボルトは、ＡＦ－１，ＡＦ－２，ＳＦ１６０とＳＦ２００機種はＭ１０を使用、ＳＦ２７５とＳＦ３２５機種

据付け後、固定ボルトのナットには、ダブルナットなどで緩み止めを行ってください。

もし、不具合な点がありましたら、ご注文先にご連絡ください。

銘板記載事項がご注文どおりのものかどうか。

ボルト・ナットなど締付け部分が緩んでいないかどうか。

特に電源の単相１００Ｖ用・単相２００Ｖ用と三相２００Ｖ用の区別に注意してください。

保管上の注意

３．据付

輸送中に破損した箇所はないかどうか。

　・据付に際しては、重量を考慮して専門業者の方が行って
　　ください。
　・送風機固定用の金具や埋込みボルトは、十分な強度の物を
　　使用してください。

据付の前に

ほこりや湿気の少ない場所。
また、雨水を送風機が吸込まないようにしてください。

送風機がお手元に届きましたら、まず次の事項を確認してください。

この送風機は屋内設置用です。風雨などあたらない場所に設置してください。

警 告

天吊ブラケット

ダブルナット

固定ボルト

取付面



3.5

(１)
(２)

(３)

(４)

4.1

(１)
(２)
(３)
(４) 電動機を含む電機部品は、充電部の焼損、ダスト等異物の付着のないことを確認してください。

4.1

(１)
(２)
(３)

配線工事の注意事項

４．運転準備

アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線には接続しないでください。

送風機の一次側電源には必ず、漏電遮断器を設置してください。

その範囲を超えてご使用になりますと、故障の原因になりますので注意してください。

　三相の場合、端子２本だけ接続された状態で運転しないでください。
　電動機が焼損するおそれがあります。

確実にアースされているか確認してください。

セントを取付け、電気配線工事をしてください。

－５－

運転指揮者の指令に従って、どんな時でも直ちにスイッチをＯＦＦできるように、あらかじめ運転員
を配置しておいてください。

　異音などの不具合があるままで、送風機の運転をしないでください。
　必ず専門の業者またはメーカー指定のサービス窓口まで連絡して
　ください。

　配線変更する時は、必ず元電源を遮断してください。
　感電する恐れがあります。

固定ボルト、連結ボルト、上下調整ボルトなど確実に締め付けてあるか確認してください。

電気系統の確認

送風機関係の確認

送風機内部に工具など異物の置き忘れがないか確認してください。

　・配線は、良質の配線機器を使い、電気設備技術基準及び内線
　　規定に従って、安全かつ確実に行ってください。
　・配線工事は必ず、電気工事士などの資格者が実施してください。
　　無資格者による不完全な配線工事は、法律で禁じられており、
　　大変危険です。
　・電動機口出し線を無理に曲げたり、引っ張ったり、はさみ込んだり
　　しないでください。感電のおそれがあります。

電圧の変動は定格電圧の±１０％以内、周波数は±５％以内におさえてください。

端子に緩みがないか、締付けを確認してください。

単相１００Ｖ機種の場合は、付属の電源コード（１．５ｍ）の届く範囲に、差込プラグに合致したコン

感電防止のため、必ずアース線を取付けてください。

その他の機種は、端子箱内の一次側端子に接続してください。

　不完全なアース工事は、法律で禁じられており、大変危険です。

配線が正しく行われているか確認してください。

警 告

警 告

警 告

注 意

警 告



5.1

(１) ブレーカ付の機種は、ブレーカをＯＦＦにして、電源を投入してください。
(２)

(３)

5.2

(１)

(２)

き９０°まで調整可能、ＳＦ２７５とＳＦ３２５機種は、水平から上下３０°まで調整可能です。

(３)

5.3

(１)

5.4

(１)
(２)
(３)

と合っているか確認し、異常音、振動など運転に異常の無いことを確認してください。
また、運転ランプ付の機種は、運転ランプの点灯を確認してください。

休止時の注意事項

－６－

運転中の注意事項

停止期間が１ヶ月を超える場合は、１ヶ月毎に２分程度、試運転してください。

　　停電時には、必ず一次側電源または付属のブレーカを遮断して
　　ください。
　　通電時に送風機が急に始動し、危険です。

吐出方向が決まりましたら、各ボルトの締付を再度確認後、運転を行ってください。

頻繁な始動、停止は、送風機を早く痛めます。
始動頻度はおよそ１時間に６回以下を目安にしてください。

上下方向の支点側ボルトをゆるめ、次に調整ボルトをゆるめて、向きを調整してください。

調整後、両ボルトを締め付けてください。支点側はロックナットを使用していますので、締付時の
ボルトををゆるめすぎると、送風機が突然傾くおそれがあります。

連続運転に入り、送風機各部の振動、音響の状態に注意してください。

始動時の注意事項

ブレーカ又は電源を１、２回ＯＮ・ＯＦＦして、回転方向が送風機銘板記載の回転方向矢印の向き

５．運転

電動機やケーブル結線部分の防湿には十分注意してください。
長期停止後、運転する際には、送風機内部に異物が無いことを点検した後に、運転してください。

　・調整時には、必ずブレーカをＯＦＦにしてください。
　　ＯＮのままですと送風機の向きが急に変わり危険です。
　・吐出方向調整時には、各ボルトを送風機の向きが変えられる
　　最低必要な範囲で、ゆるめてください。
　　ゆるめすぎると、落下のおそれがあります。

水平方向は、１８０°まで調整可能です。

吐出方向の調整

水平方向の支点側ボルトをゆるめ、次に調整ボルトをゆるめて、向きを調整してください。
調整後、両ボルトを締め付けてください。支点側はロックナットを使用していますので、締付時の
トルクが硬めになりますので、ご注意ください。

垂直方向は、ＡＦ－１，ＡＦ－２，ＳＦ１６０とＳＦ２００機種(サイレンサー付を除く)は、水平から下向
垂直方向

　長期間ご使用にならない場合は、必ず元電源を遮断してください。

　ファンロータにダスト等異物が付着しケーシングとの隙間のない状態
　になると、送風機の運転時に発火等の事故に至る恐れがあります。

停止期間が長くなるとベアリング内のグリスに偏りが生じ、グリスがベアリング内に行き渡らず、

水平方向

ベアリングの破損や異音発生の原因になる恐れがあります。

トルクが硬めになりますので、ご注意ください。

警 告

警 告

警 告

警 告



6.1

(１)

(２)

(３)

6.1
定期的に点検及び各部品のメンテナンス等を行い、維持管理を行ってください。

1.2.1

(１)
(２)
(３)
(４) 電動機を含む電機部品は、充電部の焼損、ダスト等異物の付着のないことを確認してください。
(５)

1.2.1

(１)
(２)
(３)
(４)
(５)
(６) 電動機のベアリング寿命は約2万経過時間ですが、使用状況により違ってきますので、異常振動

運転時の電流値を確認してください。
電動機の絶縁抵抗が、低下していないか確認してください。１ＭΩ以上必要です。
送風機内部の清掃をしてください。

年次点検メモ

ベアリングの交換は、専門の業者またはメーカー指定のサービス窓口に相談してください。
、異常音が発生した場合は、点検の上、ベアリングの交換が必要です。

ロータ、電動機などの腐食を調査してください。
各部のボルト・ナットは緩んでいないか確認してください。

点検内容は、月次点検の項目の他、次の点に注意してください。

日常点検

定期点検

原因ですので、運転を停止して点検してください。
振動と同じく音響も運転状態を判定する重要な要素です。
回転体が接触する金属音等のときは、ただちに運転を停止して点検してください。

年次点検は、２年目より一年毎に点検を行ってください。

　ファンロータにダスト等異物が付着しケーシングとの隙間のない状態
　になると、送風機の運転時に発火等の事故に至る恐れがあります。

　　一定年数を超えて使用されますと、電動機を含む電機部品の
　　経年劣化等による発火等の事故に至る恐れがあります。

６．保守・点検

　送風機の点検の際には、必ず一次側電源を遮断してください。
　自動運転などで送風機が急に始動することがあり非常に危険です。

振動が大きい場合は、ボルト類のゆるみ、ファンロータへのダストの付着、ベアリングの損傷等が

送風機の各部の振動、音響について点検してください。
平常と異なる場合は故障の前兆ですので早めに処置することが必要です。
そのために、運転日誌を付けられることをおすすめします。

月次点検

年次点検

点検内容は、日常点検の項目の他、次の点に注意してください。

送風機本体（ファン本体・サイレンサー・ベルマウス・金網・吹出ノズル）に錆が発生していなか。

特に異常がなくても、３ヶ月に１回、送風機内部の清掃と電流値、振動、運転音の確認をお勧めします。

ベルマウス・金網に異物が付着していないか。
運転ランプは点灯しているか。（付属していない機種もあります。）

点 検 結 果 ・ 修 理 履 歴点検日時

－７－

警 告

警 告

警 告



7.1

性
能
の
不
足

回
ら
な
い

騒
音
過
大

振
動
過
大

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○

 電源電圧の確認

 電源配線の入れ替え

 分解・修理

 分解・内部点検

 回転数不足

　部品交換・修理等は、専門の業者またはメーカー指定のサービス
　窓口に依頼してください。
　誤った作業をすると、故障や事故の原因になることがあります。

 電動機の故障

 電源関係の異常

－８－

７．故障の原因と対策

重なることもあります。

サービス窓口に連絡してください。

 回転方向逆（三相の場合）

 回転体と静止部の接触

ＭＥＭＯ

 点検・修理

 分解・修理

 異物混入

ベアリング不良（破損・寿命）

 据付不良

対　　　策

　　　　　　　　　　　　故障の現象

 故障の原因

送風機の故障の現象が同じでも、原因や対策が異なることがあります。また、故障の原因が２つ以上

下表で原因や対策が分からない場合は、直ちに運転を中止し、専門の業者またはメーカー指定の

故障の原因と対策

 分解・ベアリング交換

 据付の確認

注 意
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